
令和５(2023)年度 住まいとコミュニティづくり活動助成 活動中間報告 

団体名 

活動のテーマ 

9 月までに達成できた事項（箇条書き） 

 

今後の活動予定と令和 6 年 3 月末時点の達成予定事項 

真庭なりわい塾実行委員会 

真庭なりわい塾の実践講座の一環として、以下３回のワークショップを実施。卒塾生で、真庭市中

和地区に移住した樋田碧子さん夫妻の空き家の改修作業を行った。塾生は、毎回、５名程度が参加。

その他、一社はにわの森を中心に、中和木工クラブや中和いきいきサポーターズ倶楽部に所属する

メンバーや、樋田宅が立地する下鍛冶屋集落住民らが、各回とも数名ずつ参加した。

［作業内容］ 

■第１回 ４月 29～30日  共用スペース１階の納屋の土壁の補修作業を実施。。 

鳥取県倉吉市の左官職人、佐治三津弘さんの指導のもと１階納屋の土壁の補修作業を実施した。竹

小舞を組み、土にスサを混ぜ込んだ荒土を塗って仕上げた。 

■第２回 ７月１～２日   共用スペース２階の床張作業を実施。 

２階２部屋の床張作業を行った。一社はにわの森の中山真さんの指導のもと、中和木工クラブのメ

ンバーも助っ人として参加し、仕上げることができた。

■第３回 ９月 16～17日  共用スペース２階の壁塗り（漆喰塗り）作業を実施。 

２階の壁に漆喰を塗る作業を行った。養生や穴埋めを行ったあと、漆喰の下地塗りを行った。また、

地域の放置竹林を活用し、１階除湿用の竹炭を焼く作業も行った。 

空き家改修と「住み開き」による子どもの居場所づくり 

［今後の作業予定］ 

引き続き、真庭なりわい塾実践講座の一環として、樋田家の改修作業を行う。 

■第４回 10月 21～22日

庭の整備や共用スペース１階の床張り等を行う予定。 

■第５回 11月３～４日

中和紅葉祭（農業文化祭）で、活動展示を行い、地域内外の皆さんへお披露目をする予定。 

庭は、地域の子どもたちの遊び場として開放。たき火等を行う予定。 

［令和６年３月末時点の達成予定］ 

・１階、２階とも空き家改修作業が完了。共用スペースも利用可能となる。

・庭などの周辺環境も整い、川遊びなど、子どもたちが自由に遊べる場が開かれる。

なお、共用スペースは、地域の小学生が集う「放課後子ども教室」に次年度活用する予定。 

また、まにわ里山留学（地域外の子どもたちを対象にしたプログラム）の参加者を募り、地域内外

の子どもたちの交流の場としても活用したいと考えている。



［団体名］ 真庭なりわい塾実行委員会 

 
［活動のテーマ］  空き家改修と「住み開き」による子どもの居場所づくり 

 
［助成対象活動に至った理由や背景］  
１）真庭なりわい塾とは 
岡山県真庭市の農山村エリアをフィールドに、これからの農山村と新たなライフスタイルを模索する
人材育成塾です。2016 年度に第１期を開催。現在、第７期を迎えています。各期とも初年度は基礎講
座を開催。２年目は実践形式のワークショップを行っています。 

２）塾のフィールド、真庭市中和地区について 
塾のフィールドのひとつ、真庭市中和地区は、鳥取県との県境に位置します。人口は 600 人弱。水田
と里山が広がる自然豊かなエリアです。移住者の受入れには積極的ですが、少子高齢化の歯止めがかか
らず、さらなる移住定住促進や小学校の存続が課題となっています。 

３）助成を申請した背景 
卒塾生の樋田碧子さんは、家族で中和地区に移住し、昨年、空き家を購入しました。以前より「住み開
き」を考えていた樋田さんは、１階の半分を家族の住居として利用。残り半分は共用スペースとして開
放し、地域の子どもたちを対象に「放課後子ども教室」を運営したいと考えています。また、２階は「ま
にわ里山留学」に参加する子どもたちを受け入れるべく、準備を始めています。住居部分の改修工事は
概ね完了しましたが、共用スペースの改修はこれからです。そこで当塾や地域住民が協働し、真庭なり
わい塾の実践形式のワークショップの一環として、改修作業を行うこととしました。 

 
［９月までの活動の進捗状況］ 
■第１回 ４月 29～30 日  共用スペース１階の納屋の土壁の補修作業を実施。。 
鳥取県倉吉市の左官職人、佐治三津弘さんの指導のもと１階納屋の土壁の補修作業を実施した。竹小舞
を組み、土にスサを混ぜ込んだ荒土を塗って仕上げました。 
■第２回 ７月１～２日   共用スペース２階の床張作業を実施。 
２階２部屋の床張作業を行った。一社はにわの森の中山真さんの指導のもと、中和木工クラブのメンバ
ーも助っ人として参加し、仕上げることができました 
■第３回 ９月 16～17 日  共用スペース２階の壁塗り（漆喰塗り）作業を実施。 
２階の壁に漆喰を塗る作業を行った。養生や穴埋めを行ったあと、漆喰の下地塗りを行いました。また、
地域の放置竹林を活用し、１階床下の除湿用に竹炭を焼く作業も行いました。 
 
［今後の予定］ 
■第４回 10月 21～22日    庭の整備や共用スペース１階の床張り等。 

■第５回 11月３～４日    中和紅葉祭で活動展示を行い、地域内外の方にお披露目をします。 

 

［令和６年３月末時点の達成予定］ 

・１階、２階とも空き家改修作業が完了。共用スペースも利用可能となります。 

・庭などの周辺環境も整い、川遊びなど、子どもたちが自由に遊べる場が開かれます。 



［活動写真］ 
■第１回 ４月 29～30 日  共用スペース１階の納屋の土壁の補修作業 

土にスサを混ぜる                 集まった塾生や地域の人たち 
 

竹で小舞をつくる                 壁塗りを指導する左官職人 
 

土は小舞に押し付けるように塗る          出来上がった土壁 



■第２回 ７月１～２日   共用スペース２階の床張作業 
 

板を貼る作業                   長さの違う板を組み合わせながら貼る  
 
■第３回 ９月 16～17 日  共用スペース２階の壁塗り（漆喰塗り）作業 

ネジ穴やボードの境目の穴埋め作業         テープを貼って養生する 

漆喰を練る                    下地塗り作業 
 


